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1. 序 
 実験音声学は、ルスロ(Jean-Pierre Rousselot)によって『実験音声学の原理(Principes de 
phonétique expérimentale)』が記され、フランスのカトリック寺院(Institut catholique)で実
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るのであっても、極端な場合「A と B では差異がある。その差異は何であるか？」とい
った仮説になる。それは言語の未知の部分を解明するのであるから、基礎調査における
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たものを記録すればリンゴグラム(linguagram)という記録図(図 1-2 参照)が得られる。 
 
              
    図 1-1：[sa]のパラトグラム        図 1-2：[sa]のリンゴグラム 
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 野外音声学との関連でもう 1 点扱っておきたいのが、録音、撮影についてである14。現
代における音声研究において、音声の保存は不可欠である。録音に関しては、最近はコ




















                                                  













18 現在はビデオ版を再編集した DVD 版(城生 2008)が発売されている。 



































                                                  
19 参考までに『トルコ語 DVD 音声学』は、出来上がりは 24 分であるが、収録時間は打ち合わせや休憩を





北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 



















































Coles, J.O. (1872) On the production of articulate sound(speech). Transactions of the Odontological Society of Great 









城生佰太郎(2008)『ビデオ音声学』DVD 版 サン・エデュケーショナル 
城生佰太郎・福盛貴弘(2001)「行動表現の科学」飛田良文編『日本語行動論』日本語教育学シリーズ 2：53-101. 
おうふう 
Jespersen, O. (1904) Phonetische Grundfragen. Leipzig & Berlin: Druck & Verlag von B. G. Teubner. 
郡史郎(1989)「強調とイントネーション」『日本語の音声・音韻(上)』講座日本語と日本語教育 2：316-342. 
明治書院 
Rousselot, J. Pierre (1897-1901) Principes de phonétique expérimentale. Paris : H. Welter. 
 
執筆者紹介 
所属：大東文化大学外国語学部 
Email：ICG01649@nifty.com 
 
